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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮像素子を移動することによりカメラの撮像範囲を変更調整するカメラ玄関子機の撮像範
囲調整装置であって、
　前記撮像素子を実装した回路基板を坦持し且つその移動方向に垂直な方向に対して傾斜
したカムを有する可動部と、前記可動部を移動可能に保持すると共に、前記撮像素子に対
向するカメラレンズを固定保持し且つ前記垂直方向に沿うスライドガイドを有する固定部
と、前記スライドガイドを貫通して前記カムに摺接するカム用突起部を有し且つ前記固定
部に移動可能に設けられた調整レバーを備え、
　前記調整レバーを移動させることにより、前記カム用突起部を前記スライドガイドに沿
って移動させて前記カム用突起部を前記カムに摺動させ、当該カムの傾斜によって前記可
動部を移動させて前記撮像素子を移動させるようにしたことを特徴とするカメラ玄関子機
の撮像範囲調整装置。
【請求項２】
前記固定部は、ベース側フレーム部と、前記スライドガイドを有すると共に、前記カメラ
レンズを坦持したレンズ坦持側フレーム部と、前記可動部を移動可能に保持する保持手段
を有していて、前記ベース側フレーム部に前記レンズ坦持側フレーム部を重ね合わせるこ
とで内部に収容空間と調整レバー保持ガイド部を形成し、前記収容空間に前記可動部を収
容して前記保持手段で保持すると共に、前記調整レバー保持ガイド部で前記調整レバーを
移動可能に保持するようにしたことを特徴とする請求項１に記載のカメラ玄関子機の撮像
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範囲調整装置。
【請求項３】
前記保持手段は、前記ベース側フレーム部に設けられて前記可動部に摺接する複数の突起
部と、前記レンズ坦持側フレーム部に設けられて前記可動部の移動方向に長いガイド孔部
と、前記可動部に設けられて前記ガイド孔部に摺動可能に挿入されるガイド用突起部とで
構成してあることを特徴とする請求項２に記載のカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置。
【請求項４】
前記カメラレンズが、映像光を取り入れるために子機ケースに設けた窓部に対応するピン
ホールレンズであることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかの一に記載のカメ
ラ玄関子機の撮像範囲調整装置。
【請求項５】
前記子機ケースに、この子機ケースを設置箇所に取付けるための取付ボルトの挿入孔を設
け、前記挿入孔に、前面部が前記窓部と同形状のボルトカバーを着脱可能に取付け、前記
子機ケースにダミーピンホールを設けたことを特徴とする請求項２乃至請求項４の何れか
の一に記載のカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置。

                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅用のインターホンの一種であるテレビドアホンシステム等におけるカメ
ラ玄関子機に適用され、カメラの撮像範囲を変更調整するカメラ玄関子機の撮像範囲調整
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、住宅用のインターホンの一種であるテレビドアホンの構成機器であるカメラ玄
関子機は塀や門柱等の所定の位置に設置される。
【０００３】
　そして、従来におけるカメラ玄関子機のカメラの角度調整装置は、カメラ本体が本体ケ
ースに回転軸を支点に回動可能に取付けられ、このカメラ本体の回転軸に対して略直交す
る側部に従動部を設け、この従動部が摺動可能に嵌合する傾斜した長溝部を有する駆動用
レバーを本体ケースに移動可能に設置し、駆動用レバーを移動させることにより、長溝部
によってカメラ本体における従動部の設置側を上下動させてカメラ本体を回動支点を中心
に回動させるように構成したものであり、この構成によって、任意の角度にカメラを設置
するための角度調整作業をレバー移動により行うことができるようにしている（特許文献
１参照）。
【特許文献１】特開塀１１－１１９３０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記した従来のカメラ玄関子機のカメラの角度調整装置は、カメラ本体を回動
させてカメラの角度を変更調整するものであり、バンダルプルーフ対応のためにピンホー
ルレンズを使用したカメラ玄関子機には適用できないものである。すなわち、このピンホ
ールレンズを使用したカメラ玄関子機においては、映像光を取り入れる開口部が小さいこ
とと、この開口部と所定の位置関係を必要とするピンホールレンズが固定されるために、
カメラ本体を回動させることが困難であるためである。
【０００５】
　本発明は、上記した問題点を解決するものであり、その目的とするところは、カメラレ
ンズを固定した状態で撮像素子を移動させることで、カメラの撮像範囲を変更することが
でき、バンダルプルーフ対応のためにピンホールレンズを使用したカメラ玄関子機に適用
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できるカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置は、撮
像素子を移動することによりカメラの撮像範囲を変更調整するカメラ玄関子機の撮像範囲
調整装置であって、撮像素子を実装した回路基板を坦持し且つその移動方向に垂直な方向
に対して傾斜したカムを有する可動部と、可動部を移動可能に保持すると共に、撮像素子
に対向するカメラレンズを固定保持し且つ垂直方向に沿うスライドガイドを有する固定部
と、スライドガイドを貫通してカムに摺接するカム用突起部を有し且つ固定部に移動可能
に設けられた調整レバーを備え、調整レバーを移動させることにより、カム用突起部をス
ライドガイドに沿って移動させてカム用突起部をカムに摺動させ、当該カムの傾斜によっ
て可動部を移動させて撮像素子を移動させるようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　かかる構成により、調整レバーを移動させることにより、カム用突起部をスライドガイ
ドに沿って移動させてカム用突起部をカムに摺動させ、当該カムの傾斜によって、可動部
を調整レバーの移動方向に対して垂直方向に移動させることで、カメラレンズを固定した
状態で撮像素子を移動させることができて、カメラの撮像範囲を変更することができる。
この場合、調整レバーを、例えば、上下に移動することにより撮像素子を左右に移動でき
るために、左右の撮像範囲を広くすることができる。したがって、例えば、カメラレンズ
に、映像光を取り入れる狭小な開口部に対応するピンホールレンズを用いることで、バン
ダルプルーフ対応のためにピンホールレンズを使用したカメラ玄関子機に適用できるよう
になる。
【０００８】
　また、本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置は、上記した本発明に係るカメ
ラ玄関子機の撮像範囲調整装置において、固定部は、ベース側フレーム部と、スライドガ
イドを有すると共に、カメラレンズを坦持したレンズ坦持側フレーム部と、可動部を移動
可能に保持する保持手段を有していて、ベース側フレーム部にレンズ坦持側フレーム部を
重ね合わせることで内部に収容空間と調整レバー保持ガイド部を形成し、収容空間に可動
部を収容して記保持手段で保持すると共に、調整レバー保持ガイド部で調整レバーを移動
可能に保持するようにしたことを特徴とする。
【０００９】
　かかる構成により、調整レバーを移動させることにより、収容空間内で可動部を移動さ
せることで、カメラレンズを固定した状態で撮像素子を移動させることができて、カメラ
の撮像範囲を変更することができる。この場合、調整レバーを、例えば、上下に移動する
ことにより撮像素子を左右に移動できるために、左右の撮像範囲を広くすることができる
。したがって、例えば、カメラレンズに、映像光を取り入れる狭小な開口部に対応するピ
ンホールレンズを用いることで、バンダルプルーフ対応のためにピンホールレンズを使用
したカメラ玄関子機に適用できるようになる。
【００１０】
　また、本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置は、上記した本発明に係るカメ
ラ玄関子機の撮像範囲調整装置において、保持手段は、ベース側フレーム部に設けられて
可動部に摺接する複数の突起部と、レンズ坦持側フレーム部に設けられて可動部の移動方
向に長いガイド孔部と、可動部に設けられてガイド孔部に摺動可能に挿入されるガイド用
突起部とで構成してあることを特徴とする。
【００１１】
　かかる構成により、調整レバーを移動することにより、回路基板を坦持した可動部は、
ベースフレーム部側の複数の突起部に摺接してその姿勢が規正されると共に、そのガイド
孔部とガイド用突起部とにより、例えば、左右に水平に案内されて移動することができ、
撮像素子を左右に水平移動することができて、左右の撮像範囲を広くすることができる。
したがって、例えば、カメラレンズに、映像光を取り入れるために子機に設けた窓部に対



(4) JP 4525401 B2 2010.8.18

10

20

30

40

50

応するピンホールレンズを用いることで、バンダルプルーフ対応のためにピンホールレン
ズを使用したカメラ玄関子機に適用できるようになる。
【００１２】
　また、本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置は、上記した本発明に係るカメ
ラ玄関子機の撮像範囲調整装置において、カメラレンズが、映像光を取り入れるために子
機ケースに設けた窓部に対応するピンホールレンズであることを特徴とする。
【００１３】
　かかる構成により、バンダルプルーフ対応のために、映像光を取り入れる窓部に対応す
るピンホールレンズを使用したカメラ玄関子機に適用できる撮像範囲調整装置が提供でき
るようになる。
【００１４】
　また、本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置は、子機ケースに、子機ケース
を設置箇所に取付けるための取付ボルトの挿入孔を設け、挿入孔に、前面部が窓部と同形
状のボルトカバーを着脱可能に取付け、子機ケースにダミーピンホールを設けたことを特
徴とする。
【００１５】
　かかる構成により、ボルトカバーの前面部が窓部に同じ形状をしているために、逆に、
窓部を、ボルトカバーと同様に取付ボルトを挿入したものと人に認識させて、子機ケース
に設けたダミーピンホールが本当のピンホールであると誤認させる。したがって、悪戯で
ピンホールが潰される場合、ダミーピンホールが潰され、開口部内方にある本当のピンホ
ールが潰されずにすむために、カメラ玄関子機は悪戯に対して強く、カメラ玄関子機は常
に正常状態を維持することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置調整によれば、カメラレンズを固定し
た状態で撮像素子を移動させることができて、カメラの撮像範囲を変更することができる
。この場合、調整レバーを、例えば、上下に移動することにより撮像素子を左右に移動で
きるために、左右の撮像範囲を広くすることができる。したがって、例えば、カメラレン
ズに、映像光を取り入れる狭小な開口部に対応するピンホールレンズを用いることで、バ
ンダルプルーフ対応のためにピンホールレンズを使用したカメラ玄関子機に適用できるよ
うになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置の実施形態について、図面を参
照しながら説明する。
【００１８】
　図１及び図２は本発明に係る撮像範囲調整装置を備えたカメラ玄関子機の説明図であり
、図３は同カメラ玄関子機の取付説明のための斜視図、図４は同カメラ玄関子機を取付け
る状態の説明図、図５は同カメラ玄関子機を取付ける調整レバー部分の説明図、図６は同
カメラ玄関子機の子機ケースに設けたボルトカバー螺合孔を兼ねた取付ボルトの挿入孔に
ボルトカバーを螺合する状態の斜視図、図７は本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調
整装置の前面（表側）から見た斜視図、図８は同撮像範囲調整装置の後面（裏側）から見
た斜視図、図９は同撮像範囲調整装置の前面図、図７は同撮像範囲調整装置の後面図であ
る。なお、説明の便宜上、前後、左右及び上下方向を図に示すように設定する。
【００１９】
　図１に示すように、カメラ玄関子機Ｆは子機ケース１を備えており、この子機ケース１
の表面部には、その上部から下部にかけて狭小な開口部である窓部２と、マイクロホン用
スリット３、４と、コール釦５と、スピーカ用スリット６と、ボルトカバー螺合孔を兼ね
る取付ボルトの挿入孔７とが設けてある。また、子機ケース１の表面部にはマイクロホン
用スリット３の下方に位置させてダミーピンホール３４Ｆが設けてあり、子機ケース１の
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下端部には排水孔９が設けてある。
【００２０】
　上記したカメラ玄関子機Ｆは、取付金具６０を介してカメラ玄関子機設置箇所６１に取
付けられるものであり（図４参照）、取付金具６０は、図３に示すように、その上下に取
付用穴部６２を有しており、また、その上端部に係合突起部６３が突設してあり、また、
その下端部に取付ねじ座部６４が設けてある。
【００２１】
　そして、取付金具６０は、図４に示すように、その上下に取付用穴部６２を用いて取付
ねじ６６によりカメラ玄関子機設置箇所６１に取付けられる。そして、図５に示すように
、カメラ玄関子機Ｆは、その係合孔部５７を係合突起部６３に係脱可能に係合して取付け
金具６０に掛けられており、図４に示すように、子機ケース１に設けた挿入孔７に挿入し
た取付ボルト６６を貫通孔を経て取付け金具６０の取付ねじ座部６４のねじ孔６４ａに螺
合することでカメラ玄関子機Ｆは取付け金具６０に取付けられる。
【００２２】
　そして、図６に示すように、挿入孔７には、前面部（正面部）８ａが窓部２と同形状を
しているボルトカバー８が螺合してある。すなわち、ボルトカバー８の前面部８ａには、
その中央に孔部８Ａが形成してあって、この孔部８Ａを挟んだ両側に係合凹部８Ｂが形成
してある。また、ボルト回転工具６７の先端面６７ａには係合突起部６８が突設してある
。そして、この係合突起部６８を係合凹部８Ｂを係合させた状態で、ボルト回転工具６７
を回転させることで、ボルトカバー８を回転し挿入孔７に螺合する。
【００２３】
　上記したようにボルトカバー８の前面部８ａが窓部２と同形状をしているために、逆に
、窓部２を、ボルトカバー８と同様に取付ボルト６６を挿入したものと人に認識させて、
子機ケース１に設けたダミーピンホール３４Ｆが本当のピンホールであると誤認させる。
したがって、悪戯でピンホールが潰される場合、ダミーピンホール３４Ｆが潰され、窓部
２の奥にある本当のピンホール３４Ａ(後述の図７に示す)が潰されずにすむために、カメ
ラ玄関子機Ｆは常に正常状態を維持する。
【００２４】
　そして、窓部２は、後述する撮像素子４３の最大移動位置においてピンホールレンズ３
４を介して映像を結像できる大きさで開口しているし、また、窓部２は、光を透過する透
明部材２Ａで覆われていて、外部からの水滴や粉塵が窓部２から子機ケース１内に侵入す
るのを防止している。
【００２５】
　そして、子機ケース１内には、ピンホールレンズカメラＰ(図２３参照)と、このピンホ
ールレンズカメラＰの撮像範囲調整装置Ａ(図７参照)と、マイクロホン（図示せず）と、
スピーカ（図示せず）と、これらの機器の制御用回路基板（図示せず）とが収容してある
。そして、図２に示すように、子機ケース１の裏側は裏蓋１Ａで閉塞してあり、この裏蓋
１Ａには、その上部左側に撮像範囲調整用の調整レバー用孔部５６が設けてある。そして
、後述する撮像範囲調整装置Ａの調整レバー５０の連結軸部５２が調整レバー用孔部５６
に挿通させてあって、調整レバー５０のレバー部５１が裏蓋１Ａの外に表出している。
【００２６】
　撮像範囲調整装置Ａにより撮像範囲の調整を行なう際には、ボルト回転工具６７でボル
トカバー８を逆回転して、このボルトカバー８を挿入孔７から外し、更に、ボルト回転工
具６７で取付ボルト６６を逆回転して外し、カメラ玄関子機Ｆを持ち上げることで係合突
起部６８と係合凹部８Ｂとの係合を解除し、カメラ玄関子機Ｆを裏返えす。
【００２７】
　なお、ボルトカバー８のねじ部分が破壊されてボルトカバー８が上記した回転工具６７
では回転できなくなった場合には、マイナス（－）形状のドライバー（図示せず）を用い
て、ボルトカバー８の前面部８ａを打つことで、マイナス（－）形状の溝部（図示せず）
を形成し、この溝部にドライバー先端を挿入して回転させるようにする。
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【００２８】
　本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置Ａは、図７乃至図１１に示すように、
固定部１０と可動部４０と調整レバー５０を備えており、固定部１０は、ベース側フレー
ム部１１と、レンズ坦持側フレーム部１２と、可動部４０を移動可能に保持する後述する
保持手段を有している。
【００２９】
　図１２及び図１３に示すように、ベース側フレーム部１１は板状のフレーム本体１１Ａ
を有しており、このフレーム本体１１Ａには、その左側部に位置させてベース側スライド
ガイド部１３が形成してあり、このスライドガイド部１３には、上下方向に長い長孔状の
スライドガイド１４が形成してあり、このスライドガイド１４の上端側はフレーム本体１
１Ａの左方に導入部１４ａを介して開放してある。
【００３０】
　また、フレーム本体１１Ａの内面部（前面部）１１ａには、その左側下部に位置させて
位置決め用突起部１５が形成してある。そして、フレーム本体１１Ａの内面部１１ａには
、その上部の左右に位置させてピン状の突起部１６Ａ、１６Ｂが、下部の左に位置させて
ピン状の突起部１６Ｃがそれぞれ突設してある。また、フレーム本体１１Ａには、その左
側部に上下に位置させて取付孔１７Ａ、１７Ｂが設けてあり、また、その右側下部に位置
させて取付孔１７Ｃが設けてある。
【００３１】
　レンズ坦持側フレーム部１２は、図１４乃至図１８に示すように、逆Ｕ字形状のフレー
ム本体１２Ａを有しており、このフレーム本体１２Ａの中央部には円形状のレンズ装着部
２０が設けてあり、このレンズ装着部２０は、フレーム本体１２Ａに形成した筒部２１の
内周面に雌ねじ部２２を形成して構成してある。
【００３２】
　また、フレーム本体１２Ａには、レンズ装着部２０を挟んだ左右に位置させて左右方向
に長いガイド孔部２３Ａ、２３Ｂが形成してある。また、フレーム本体１２Ａの左部には
レンズ坦持側スライドガイド部２５が設けてある。そして、図１７及び図１８に示すよう
に、フレーム本体１２Ａの内面部１２ａとレンズ坦持側スライドガイド部２５との間には
段差部２６が形成してあって、この段差部２６に上下方向に長い開口部２７が形成してあ
る。
【００３３】
　また、レンズ坦持側スライドガイド部２５は、図１６に示すように、上下方向に沿うガ
イド面部２８の左側に、このガイド面部２８に対して垂直な立壁部２８Ａを上下方向に形
成して構成してあり、このレンズ坦持側スライドガイド部２５は断面Ｌ字形状を成してい
る。そして、ガイド面部２８には上下方向に長い長孔であるスライドガイド２９が形成し
てあり、ガイド面部２８の下部には、図１６に示すようにＬ字形状の立壁部３０が形成し
てあって、この立壁部３０の内方が相手ケース位置決め部３１にしてある。
【００３４】
　また、フレーム本体１２Ａの内面部１２ａには、レンズ坦持側スライドガイド部２５の
上端部に位置させて取付用ボス部３２Ａが突設してあり、また、レンズ坦持側スライドガ
イド部２５の左下部に位置させて取付用ボス部３２Ｂが突設してあり、また、フレーム本
体１２Ａの右下部に位置させて取付用ボス部３２Ｃが突設してある。また、フレーム本体
１２Ａの左、右側の下部には、取付孔３３ａを有する取付座部３３が設けてある。
【００３５】
　そして、図１４及び図１５に示すように、レンズ装着部２０には、カメラレンズである
ピンホールレンズ３４を保持したレンズ保持体３５が、その周部に設けた雄ねじ部３６を
雌ねじ部２２に螺合することで装着してある。そして、レンズ保持体３５の中央にはピン
ホールレンズ３４に対向するピンホール３４Ａが形成してある。
【００３６】
　また、可動部４０は、図１９及び図２０に示すように、基板保持プレート４１と、この
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基板保持プレート４１に保持された回路基板４２を備えており、この回路基板４２には、
その表面の略中央部に撮像素子（ＣＣＤ）４３が実装してある。基板保持プレート４１の
中央部には窓部４３Ａが設けてあり、この窓部４３Ａの上、下縁部には押え部４４が設け
てあり、これらの押え部４４が撮像素子４３の表面を保護する透明ガラスから成る保護板
４５を押えている。
【００３７】
　また、基板保持プレート４１には、その窓部４３の左、右方に位置させてガイド突起部
４６Ａ、４６Ｂが突設してある。また、基板保持プレート４１は、その左側下部にカム形
成部４７を設けており、このカム形成部４７には上下方向に沿う長孔状のカム４８が形成
してある。このカム４８は、その上端部４８ａに対して下端部４８ｂを基板保持プレート
４１の中心側に寄せた傾斜孔である。
【００３８】
　また、調整レバー５０は、図２１及び図２２に示すように、レバー部５１を有しており
、このレバー部５１には、このレバー部５１の面部に対して直角に連結軸部５２が形成し
てあり、この連結軸部５２の端部にはスライダー５３が設けてあり、このスライダー５３
にはカム用突起部５４が突設してある。
【００３９】
　そして、図７乃至図１１に示すように、レンズ坦持側フレーム部１２がベース側フレー
ム部１１に固着されていて固定部１０が構成してある。この場合、図８に示すように、ベ
ース側フレーム部１１の位置決め用突起部１６をレンズ坦持側フレーム部１２の相手ケー
ス位置決め部３１に嵌合し、取付用ボス部３２Ａを取付孔１７Ａに、取付用ボス部３２Ｂ
を取付孔１７Ｂに、更に、取付用ボス部３２Ｃを取付孔１７Ｃにそれぞれ一致させて取付
ねじ５５により固着してある。
【００４０】
　この場合、図１１に示すように、ベース側フレーム部１１とレンズ坦持側フレーム部１
２との間には収容空間Ｋと調整レバー保持ガイド部Ｍが形成される。この調整レバー保持
ガイド部Ｍは、互いに対向するベース側スライドガイド部１３とレンズ坦持側スライドガ
イド部２５との間の空間であり、図１２に示すベース側スライドガイド部１３と図１４及
び図１５に示すレンズ坦持側スライドガイド部２５との対向により、図１２に示すスライ
ドガイド１４と図１６に示すスライドガイド２９が図９に示す状態において互いに対向す
るようになる。
【００４１】
　そして、収容空間Ｋには図９に示す可動部４０が収容してある。この場合、図１１に示
すように、ベース側フレーム部１１に設けた複数の突起部１６Ａ、１６Ｂ、１６Ｃが可動
部４０の回路基板４２の面部に摺接しており、また、図９に示すように、可動部４０にお
ける左、右のガイド突起部４６Ａ、４６Ｂがレンズ坦持側フレーム部１２の左右のガイド
孔部２３Ａ、２３Ｂに摺動可能に挿入してあり、また、図１７及び図１８に示すように、
可動部４０のカム形成部４２が図１７および図１８に示す開口部２７に挿入してあって、
可動部４０が左右方向に移動可能にしてある。そして、レンズ坦持側スライドガイド部２
５の前面に図１９及び図２０に示すカム形成部４２が位置しており、このカム形成部４２
に形成した長孔状のカム４８が図９に示すようにスライドガイド１４、２９に重なり合う
ようになる。
【００４２】
　このように、可動部４０が収容空間Ｋに収容された状態では、ピンホールレンズ３４の
後方に撮像素子４３が位置している。また、上記した保持手段は、ベース側フレーム部１
１は設けられて可動部４０に摺接する複数の突起部１６Ａ、１６Ｂ、１６Ｃと、レンズ坦
持側フレーム部１２に設けられて可動部４０の移動方向（左右方向）に長いガイド孔部２
３Ａ、２３Ｂと、可動部４０に設けられてガイド孔部２３Ａ、２３Ｂに摺動可能に挿入さ
れるガイド用突起部４６Ａ、４６Ｂとで構成してある。
【００４３】
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　また、調整レバー保持ガイド部Ｍには、操作レバー５０のスライダー５３が挿入してあ
って、このスライダー５３がスライドガイド部２６のガイド面部２７と立壁部２８とに摺
接していて、図９に示すように、このスライダー５３に突設したカム用突起部５４がスラ
イドガイド２９を貫通してカム４８に挿入してある。また、操作レバー５０の連結軸部５
２がベース側フレーム部１１のスライドガイド１４を貫通していて、操作レバー５０のレ
バー部５１がベース側フレーム部１１の後方に配置されている。
【００４４】
　そして、上記のように構成されたカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置Ａは、その取付座
部３３を用いて子機ケース１の内部にねじで固定されていて、ピンホールレンズ３４がピ
ンホール３４Ａを介して窓部２に接近させてある。そして、図２３に示すように、窓部２
とピンホール３４Ａとピンホールレンズ３４と上記した撮像素子４３とでピンホールレン
ズカメラＰを構成してある。また、図２に示すように、調整レバー５０は、その連結軸部
５２を裏蓋９の調整レバー用孔部５６に挿入した状態で、レバー部５１を外に表出させ、
連結軸部５２を摘み部として調整レバー用孔部５６から突出させている。
【００４５】
　ピンホールレンズ３４の撮像範囲と撮像素子４３の位置との関係を図24に示す。この図
中イで示す円内がピンホールレンズ３４の撮像可能範囲であり、ロは右側撮像時の撮像素
子４３の位置であり、ハは左側撮像時の撮像素子４３の位置である。また、撮像素子４３
が右に移動した場合のピンホールレンズ３４の撮像範囲Ｅと撮像可能範囲イは図２５に表
すようになるし、撮像素子４３が左に移動した場合のピンホールレンズ３４の撮像範囲Ｅ
と撮像可能範囲イは図２６に表すようになる。
【００４６】
　次に、上記のように構成された本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置Ａの作
動を説明する。
【００４７】
　図２７に示すように、調整レバー５０が中立位置（標準位置）にある場合、ピンホール
レンズ３４の中心ａと撮像素子４３の中心ｂがピンホールレンズカメラＰの中心線ｄ上に
位置しており、ピンホールレンズ３４と撮像素子４３の位置関係が同位置にあり、ピンホ
ールレンズカメラＰの撮像範囲Ｅは図２８に示すようになり、ピンホールレンズ３４の正
面を撮像するようになる。
【００４８】
　また、図２９に示すように、調整レバー５０を下方に移動させると、スライダー５３が
レンズ坦持側スライドガイド部２５のガイド面部２７と立壁部２８とに摺動していて、カ
ム用突起部５４がカム４８を下方向に向って摺動する。このために、カム用突起部５４が
カム４８を介して可動部４０を図２９において右方向に移動させる。この移動は、可動部
４０の左、右のガイド突起部４６Ａ、４６Ｂがレンズ坦持側フレーム部１２の左右のガイ
ド孔部２３Ａ、２３Ｂ内を摺動することで行なわれる。
【００４９】
　このように、可動部４０が右方向に移動ことにより、撮像素子４３の中心ｂがピンホー
ルレンズカメラＰの中心線ｄから右にずれ、ピンホールレンズ３４の撮像範囲Ｅは図３０
に示すようになり、ピンホールレンズカメラＰは、ピンホールレンズ３４の左側を撮像す
るようになる。
【００５０】
　また、図３１に示すように、調整レバー５０を上方に移動させると、スライダー５３が
レンズ坦持側スライドガイド部２５のガイド面部２７と立壁部２８とに摺動していて、カ
ム用突起部５４がカム４８を上方向に向って摺動する。このために、カム用突起部５４が
カム４８を介して可動部４０を左方向に移動させる。この移動は、可動部４０の左、右の
ガイド突起部４６Ａ、４６Ｂがレンズ坦持側フレーム部１２の左右のガイド孔部２３Ａ、
２３Ｂ内を摺動することで行なわれる。
【００５１】
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　このように、可動部４０が左方向に移動することにより、図３２に示すように撮像素子
４３の中心ｂがピンホールレンズカメラＰの中心線ｄから左にずれ、ピンホールレンズカ
メラＰの撮像範囲得は図３２に示すようになり、ピンホールレンズカメラＰは、ピンホー
ルレンズ３４の右側を撮像するようになる。
【００５２】
　上記した本発明の実施の形態によれば、調整レバー５０を移動させることにより、カム
用突起部５４をスライドガイド２９に沿って移動させてカム用突起部５４をカム４８に摺
動させ、当該カム４８の傾斜によって、可動部４０を調整レバー５０の移動方向（左右方
向）に対して垂直方向（上下方向）に移動させることで、ピンホールレンズ３４を固定し
た状態で撮像素子４３を移動させることができて、ピンホールレンズカメラＰの撮像範囲
を変更することができる。この場合、調整レバー５０を上下に移動することにより撮像素
子４３を左右に移動できるために、左右の撮像範囲を広くすることができる。したがって
、バンダルプルーフ対応のためにピンホールレンズを使用したカメラ玄関子機に適用でき
るようになる。
【００５３】
　また、本発明の実施の形態によれば、保持手段は、ベース側フレーム部１１は設けられ
て可動部４０に摺接する複数の突起部１６Ａ、１６Ｂ、１６Ｃと、レンズ坦持側フレーム
部１２に設けられて可動部４０の移動方向に長いガイド孔部２３Ａ、２３Ｂと、可動部４
０に設けられてガイド孔部２３Ａ、２３Ｂに摺動可能に挿入されるガイド用突起部４６Ａ
、４６Ｂとで構成してあることにより、調整レバー５０を移動することにより、可動部４
０は複数の突起部１６Ａ、１６Ｂ、１６Ｃに摺接してその姿勢を規正されると共に、ガイ
ド孔部２３Ａ、２３Ｂとガイド用突起部４６Ａ、４６Ｂとにより、左右に水平に案内され
て移動することができ、撮像素子４３を左右に水平移動することができる。
【００５４】
　また、本発明の実施の形態によれば、ボルトカバー８の前面部８ａが窓部２に同じ形状
をしているために、逆に、窓部２が、ボルトカバー８と同様に取付ボルト６６を挿入した
ものと人に認識させて、子機ケース１に設けたダミーピンホール３４Ｆが本当のピンホー
ルであると誤認させる。したがって、いたずらで、ピンホールが潰される場合、ダミーピ
ンホール３４Ｆが潰され、窓部２の奥にある本当のピンホール３４が潰されずにすむため
に、カメラ玄関子機Ｆはいたずらに対して強く、カメラ玄関子機Ｆは常に正常状態を維持
することができる。
【００５５】
　なお、各部材の形状等は上記した実施の形態にて説明したもののみに限定されず、仕様
等によって適当に変更される。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置によれば、カメラレンズを固定した状
態で撮像素子を移動させることでカメラの撮像範囲の変更が可能になり、この場合、調整
レバーを、例えば、上下に移動することにより撮像素子を左右に移動できるために、左右
の撮像範囲を広くすることができる。したがって、例えば、カメラレンズに、映像光を取
り入れる狭小な開口部に対応するピンホールレンズを用いることで、バンダルプルーフ対
応のためにピンホールレンズを使用したカメラ玄関子機に適用できるようになるという効
果を有しており、住宅用のインターホンの一種であるテレビドアホンなどにおけるカメラ
玄関子機に適用され、カメラの撮像範囲を変更調整するカメラ玄関子機の撮像範囲調整装
置等に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明に係る撮像範囲調整装置を備えたカメラ玄関子機の斜視図
【図２】同カメラ玄関子機の裏面における調整レバー部分の説明図
【図３】同カメラ玄関子機の取付説明のための斜視図
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【図４】同カメラ玄関子機を取付ける状態の説明図
【図５】同カメラ玄関子機の取付説明のための部分説明図
【図６】同カメラ玄関子機の子機ケースに設けたボルトカバー螺合孔を兼ねた取付ボルト
の挿入孔にボルトカバーを螺合する状態の斜視図
【図７】本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置の前面（表側）から見た斜視図
【図８】同撮像範囲調整装置の後面（裏側）から見た斜視図
【図９】同撮像範囲調整装置の前面図
【図１０】同撮像範囲調整装置の後面図
【図１１】図６のＳ方向からの矢視図
【図１２】同撮像範囲調整装置におけるベース側フレーム部の前面（表側）から見た斜視
図
【図１３】同ベース側フレーム部の後面（裏側）から見た斜視図
【図１４】同撮像範囲調整装置におけるレンズ坦持側フレーム部の前面（表側）から見た
斜視図
【図１５】同レンズ坦持側フレーム部の後面（裏側）から見た斜視図
【図１６】同レンズ坦持側フレーム部の後面図
【図１７】図１５のＴ方向からの矢視図
【図１８】図１５のＵ方向からの矢視図
【図１９】可動部の前面（表側）から見た斜視図
【図２０】同可動部の前面図
【図２１】調整レバーの後面（裏側）から見た斜視図
【図２２】同調整レバーの前面（表側）から見た斜視図
【図２３】ピンホールレンズカメラの概略的な構成説明図
【図２４】ピンホールレンズの撮像範囲と撮像素子の位置との関係の説明図
【図２５】撮像素子が右に移動した場合のピンホールレンズの撮像範囲と撮像素子の位置
との関係の説明図
【図２６】撮像素子が左に移動した場合のピンホールレンズの撮像範囲と撮像素子の位置
との関係の説明図
【図２７】本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置において、調整レバーが中立
位置にある場合の作動説明図
【図２８】同ピンホールレンズカメラの通常の撮像範囲の説明図
【図２９】本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置において、調整レバーを下方
に移動させた場合の作動説明図
【図３０】同ピンホールレンズカメラにおいて、撮像素子が右に移動した場合の撮像範囲
の説明図
【図３１】本発明に係るカメラ玄関子機の撮像範囲調整装置において、調整レバーを上方
に移動させた場合の作動説明図
【図３２】同ピンホールレンズカメラにおいて、撮像素子が左に移動した場合の撮像範囲
の説明図
【符号の説明】
【００５８】
　Ａ　　　　カメラ玄関子機の撮像範囲調整装置
　Ｋ　　　　収容空間
　Ｍ　　　　調整レバー保持ガイド部
　Ｐ　　　　ピンホールレンズカメラ（レンズカメラ）
　１　　　　子機k－ス
　２　　　　窓部（狭小な開口部）
　８　　　　ボルトカバー
　１０　　　固定部
　１１　　　ベース側フレーム部
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　１２　　　レンズ坦持側フレーム部
　１３　　　ベース側スライドガイド部
　１４　　　スライドガイド
　１６Ａ　　突起部（保持手段）
　１６Ｂ　　突起部（保持手段）
　１６Ｃ　　突起部（保持手段）
　２０　　　レンズ装着部
　２３Ａ　　ガイド孔部（保持手段）
　２３Ｂ　　ガイド孔部（保持手段）
　２５　　　レンズ坦持側スライドガイド部
　２６　　　段差部
　２７　　　開口部
　２８　　　ガイド面部
　２９　　　スライドガイド
　３４　　　ピンホールレンズ（カメラレンズ）
　３４Ａ　　ピンホール
　３４Ｆ　　ダミーピンホール
　３５　　　レンズ保持体
　４０　　　可動部
　４１　　　基板保持プレート
　４２　　　回路基板
　４３　　　撮像素子
　４６Ａ　　ガイド突起部（保持手段）
　４６Ｂ　　ガイド用突起部（保持手段）
　４８　　　カム
　５０　　　調整レバー
　５１　　　レバー部
　５２　　　連結軸部
　５３　　　スライダー
　５４　　　カム用突起部
　６６　　　取付ボルト
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